
▲明治 29 年（1896 年）

　滑若（現泉）に住む「古川アシンノ

カル」が、私費を投じてアイヌ子弟の

ための学校を建てる。この建物は、後

に北海道へ献納され、北海道庁立のア

イヌ学校へと利用される。

寛文　９年　　シャクシャインの戦いが起こる。シャクシャイ

（１６６９）　　ンは松前藩によるだまし討ちにあい、最期を迎

　　　　　　　えた地がピポク（判官館）という記録がある。

文化　４年　　新冠川、厚別川沿いにコタン（集落）があり、この

（１８０７）　　頃のアイヌ民族は339人との記録がある。

弘化　２年　　幕末の探検家である松浦武四郎が新冠のアイヌ

（１８４５）　　人家について調査する。

明治　５年　　この頃の新冠のアイヌ民族は、117 戸 535 人と

（１８７２）　　の記録がある。

明治２１年　　御料牧場が新冠川沿いの姉去（現大富）に土地

（１８８８）　　を求め、アイヌ民族に貸付して牧場の仕事に従

　　　　　　　事させる。

明治３２年　　この頃のアイヌ民族は、御料牧場の農夫や牧夫と

（１８９９）　　して従事するほか、漁業にも出稼ぎに行っていた。

明治４３年　　北海道庁立のアイヌ学校が東川に開設され、こ

（１９１０）　　の学校が後に東川小学校へとつながる。

大正　５年　　御料牧場の経営により、姉去（現大富）のアイ

（１９１６）　　ヌ民族が、平取の上貫気別に強制移住させられ

　　　　　　　る。これ以降、御料牧場の解放を求める動きが

　　　　　　　目立つようになる。

昭和２１年　　静内において全道アイヌ大会が開催され、北海

（１９４６）　　道アイヌ協会が設立、同時に新冠支部も置かれ

　　　　　　　る。宮内省などに対し、御料牧場の解放を求め

　　　　　　　陳情を行う。

昭和２２年　　御料牧場解放運動により、アイヌ民族は大富、

（１９４７）　　万世、明和地区などに入植する。

昭和３６年　　北海道アイヌ協会新冠支部が北海道ウタリ協会

（１９６１）　　新冠支部に改称する。

平成　元年　　北海道ウタリ協会新冠支部内に、新冠民族文化

（１９８９）　　保存会が設立される。

平成　６年　　新冠のアイヌ古式舞踊が国の重要無形文化財と

（１９９４）　　なり、民族文化保存会が保存団体として指定さ

　　　　　　　れる。

平成　９年　　国が「アイヌ文化振興法」を制定する。アイヌ

（１９９７）　　文化の振興、伝統に関する普及啓発が法令化。

平成２１年　　アイヌ古式舞踊が世界ユネスコの無形文化遺産

（２００９）　　に登録される。北海道アイヌ協会新冠支部に改

　　　　　　　称する。

平成２６年　　北海道アイヌ協会が公益社団法人化に伴い、任

（２０１４）　　意団体「新冠アイヌ協会」となる。

平成３１年　　国がアイヌ文化振興法に変わり、「アイヌ施策推

（２０１９）　　進法」を制定する。

令和　３年　　東京オリンピック最終日にアイヌ古式舞踊が披

（２０２１）　　露され、新冠からも踊り手が招聘される。

令和　４年　　判官館森林公園に、新冠アイヌ協会、民族文化

（２０２２）　　保存会の活動拠点となる「ポロシリ生活館」が

　　　　　　　完成し、落成式が挙行される。

新冠とアイヌの歴史
history

写真で見る町のアイヌ史

▲平成26年（2014年）

　アイヌ民族文化祭がレ・コード館で

開かれ、多くの人達がアイヌ文化に触

れる。

▲昭和58年（1983年）

　墓地改葬事業がはじまる。納骨堂が

完成し、第 1回イチャルパが開かれる。

改葬事業は昭和 62 年まで続き、854

体が納骨される。

●問い合わせ先
　新冠町役場町民生活課住民係　☎ 0146・47・2112
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